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ポリオーマウィルス温度感受性変異株 ts-121で
トランスフォームしたマウス細胞( 12ト6-5細胞)
の培養温度による形質変化について。
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論文内容要旨
ボリオーマウィルス温度感受性変異株 ts-121 で、 transform した細胞(12ト6一時間包)の平板上での性
質を調べた。
12ト6-5細』包は，形態及び saturation dens ity の形質は， 35 0C ではかαnsform した性質を示したが， 39。
では nontrans介m の性質を示した。これらの形質は，温度変換により，交互に変わり得ることができたが，
concα仰仰lin A による細胞凝集で，細胞膜の変化をみると， 35: 39。共 tr仰sform した性質を示し，
培養温度による違いはみられなかったO
12ト6-5細』包の ， nontransform 状態から transform 状態への移行，あるいは transform 状態から non・
transform 状態への移行には ， cell cycle の関与がみられた。即ち， 390 で contαct inhibition がかかった
細胞を， 35。に温度下降した場合は， DNA 合成が始まるまでには 3 日間の潜伏期がみられたが，この
細胞を ， hyαluronid，αse で強制的に分裂誘起してやると， 39。では正常細胞と同様， 1 回のみの分裂で
再び、 contαct inhibition がかかるのに対し， 35。では潜伏期なしに 2 回目以後の分裂へと続き ， tr仰sform
状態へと移行したO
温度移行実験により， 1 回目の分裂期付近までに，細胞を 390 から 35。ヘ温度下降してやれば， 2 
回目以後の DNA 合成が出現するが， Gl期に温度下降し， Gl期に再び39。に温度上昇した場合には，
39。で， 2 回目の DNA 合成は認められない口しかし，細胞が， 1 度 35。で S 期をとおると，たえと
その後， 39。ヘ温度上昇しでも， 2 回目の DNA 合成は出現する。又，温度上昇の実験で，いずれの
場合においても， 2 回目の DNA 合成期以後の時期を 39。で培養することにより， 3 回目の DNA 合
成は出現しなかった。
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論文の審査結果の要旨
DNA ウィルスによる細胞のトランスフォーメーションは，現在までに，ウィルス変異株を用いた報
告が，数多くなされているが， トランスフォーメーションの機構は，ほとんど明らかになっていない。
本論文では，ポリオーマウィルスの温度感受性変異株 t8-121でトランスフォームしたマウス細胞の
形質変化を調べることにより， トランスフォーメーションに関する数種の形質の相互関連を明らかに
した。即ち，細胞の形態， sαturation dens i札及び軟寒天培地中での colony 形成は ， trαnsform 状態と，
nontr仰sform状態とで形質変換可能であったが，細胞膜は ， trαnsform状態のままで，変化はしなかっ
た。
又，細胞を hyaluronidαse で同調的に分裂誘起させ，温度移行することによりトランスフォーメーシ
ョンの消長を観察した結果， トランスフォーメーションをおこす情報は，細胞の life cycle によって
発現が規制され， Go期から G1期にかけては，情報が発現しないか，あるいは発現していても安定化し
ないが， s 期においては発現し，安定化することを明らかにした。
以上のように，岡田君の研究結果は， DNA ウィルスによる細胞のトランスフォーメーションの機構
の解明に多くの貢献をなしたものであり，理学博士の学位論文として十分価値あるものと判定する。
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